
お忙しい中、本当にありがとう
ございました。心より感謝申し上げます。

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子

地域の皆様に感謝
今年度は、本校の子ども達の学びの充実や安

心・安全確保のために、たくさんのお力添えを

いただきました。すべての方をご紹介はできま

せんが、今号では、お世話になった皆様を紙面

を通じてご紹介いたします。

右の方々は「森のくまさん見守り隊」の皆
さんです。毎朝、暑い日も、寒い日も、雨の
日も雪の日も子ども達の登校を見守ってくだ
さいました。また、ＰＴＡボランティアとし
て、沼田さん、田頭さん、中道さん、高田さ
ん、佐藤さん、宇佐美さん、内藤さん、水島
さん、斉藤さんに登録・サポートをしていた
だきました。

帯広百年記念館の池田さん（学芸員）。３
・４年生の総合的な学習の時間の学習サポ
－トを行っていただきました。

森の里小学校図書ボランティアの皆さん。朝
の読み聞かせや、１ヶ月に１度、図書室の整
理や本の補修などを行っていただきました。

見守り隊の森さん（左）と八木さん（右）です。写真左

は、久門さんご夫妻です。

毎朝、子ども達に、「おはようございます」と声をかけ

てくださり、子ども達は明るく元気に一日をスタートさ

せることができました。本当にありがとうございました。



児童会長 大沼 空雄 さん

副 会 長 斉藤 榮司 さん

副 会 長 竹内 蒼亮 さん

書 記 髙橋 蓮裕 さん

書 記 竹内 そら さん

『あとしまつ』の『あ』
靴箱をのぞいてみました

登校するとまずは、靴箱へ。登校して
一番最初にすることは、外靴を上靴に履
き替えること。靴箱を見れば、森里っ子
の心の様子が分かります。落ち着いた生
活の一端を垣間見ることができました。

＊変更になる場合もあります。4月に入ったら
改めてお知らせします。

今号の標題「菜虫化蝶 (なむしちょうとなる)」（七十二候のうちの一つ）

は、長く厳しい冬を越したさなぎが羽化し、美しい蝶へと生まれ変わるころ。「菜虫」とは、大

根やアブラナなどの葉につく青虫のことで、主にモンシロチョウの幼虫などをさすそうです。

東京では、早くも桜の開花が宣言されました。春の訪れは例年より早くなりそうですね。

次年度の児童会役員

 ４月の主な行事予定 

２月１６日（木）に、令和５年度の

児童会役員選挙を行いました。投票の

結果、左の皆さんが当選しました。

コロナ禍以前は体育館で立会演説会

と投票を行っていましたが、今回もコ

ロナ禍によりＣｒｏｍｅｂｏｏｋを活

用し、オンラインでの演説会を行いま

した（写真上）。

児童会の役員を中心に、各学級や各

委員会と力を合わせて、よりよい学校

づくりに向けて、がんばってくれるこ

とを期待しています。

スムーズな進行をしてくれた

選挙管理委員長と副委員長

前のみを見て、熱い思いを語った立会演説会

～ 堂々として大変立派でした ～

6 日(木) 学級・担任発表 9:00 ～ 12:00

グリーン入級説明会

10日(月) 第 33 回入学式 着任式 始業式

11日(火) 新入学児童歩行教室

18日(火) 全国学力・学習状況調査(６年)

20日(木) 児童会活動

21日(金) 帯教研一斉部会(5時間授業)

25日・ 27 日・ 28 日 授業参観・懇談会

26日(水) 全国学力・学習状況調査(６年)

児童質問紙オンライン調査




